
花色変異体植物の作出方法（特開2011-030566）

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

観賞用園芸植物等、植物の花色変異体を効率的に作出するため、イオン・電離放射線の照射前に、

高濃度の糖添加や低温処理等の「ストレス処理」を行い、花色変異体獲得頻度が増加するようにし

た。これにより、２倍以上の頻度で花色変異体植物を獲得できる。

技術的特長

電離放射線による突然変異を利用した花色に関する植物育種において、目的とする花色変異のみを
有する固体を獲得する頻度・効率を高めることができる。

発明の効果

園芸植物等としての花色変異体植物の需要は大きく、その収量増産と花色の変異幅拡大が期待され
る。
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１．イオンビームやエックス線等電離放射線

により花色変異体を作出する方法におい

て、高濃度の糖添加(2～6%の蔗糖、グル

トース等)、あるいは3～5℃の低温条件下

で維持する等のストレス処理後に、電離

放射線を6～12Gy程度照射する(ナス科

植物の場合)。

２．この結果、色素の蓄積が促進され、電離

放射線のみよる花色変異体植物の獲得

頻度に比べ、２倍以上の頻度で花色変異

体植物を獲得できる。

３．ナス科植物のペチュニア幼苗における色

素蓄積に対するストレス処理の効果を示

す【図１】、【表１】から、蔗糖添加は色素

の生合成促進に最も効果があり、花色変

異体の頻度を特異的に増加させ、得られ

る花色変異の幅を拡大し得る。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

１．所望の変異体獲得の効率性が低く、問題

となる。

２．ストレス処理により花色を変化させ得ても

形質は次世代の植物体に継続されない。

従来の問題点

【図１】ペチュニアの親系統(A)及び花色変異体(B-H) [蔗糖添加の色素合成促進効果]
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【表１】蔗糖処理・炭素イオン照射したペチュニア幼苗からの花色変異体頻度の調査表


